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特別支援教育について 

 

1．特別支援教育とは 

 「障害の有無に関係なく、どのクラスにもいる困り感を抱えた子ども達に必要な支援を広げていこう、一人一

人の違いを理解し、学校全体で適切な教育を実現していこう」というものです。 

 

２．特別な支援が必要な子とは 

   ○立ち歩きがある  ○気が散りやすい  ○ちょっとしたことでカッとなる 〇こだわりが強い 

○集団の中で行動するのが苦手  ○一つのことに集中するとなかなか次の行動に進めない 

○片付けが苦手  〇文字をかくことが苦手    

○不器用で運動が苦手  ○一生懸命頑張るのになかなか覚えられない・・・など様々です 

 

※家では全く問題ないけど、学校の集団の中にいると落ち着かなくて問題行動が表れる等、子どもたちが

どこで困っているのかに気づき、声かけをしたり、手立てを考えたりすることが一番大切です。  

 

３．那覇小学校の特別支援教育（通常学級） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．那覇小学校の特別支援学級 

  ○コスモス 1組・2組（知的学級） 

    個々のこどもに合わせた学習計画を立てて学習したり，日常生活の中の様々な困難を乗り越えていくた

めに支援したりします。 

  ○コスモス ３組・４組（情緒学級） 

    情緒の安定を第一に考え，その子に会った学習計画を立てています。交流学級では，主要科目（国語・算

数）自立活動以外の教科を学習します。 

  ○コスモス ５組(難聴学級) 

    聴覚の程度を把握し、その能力や個性に応じて適切な教育や支援が受けられます。 

 

※発達に関して気になることがあれば、コーディネーターにご相談ください。 

巡回指導員やスクールカウンセラーの先生による観察 

医療関係（医療・福祉・教育センター等）の紹介 

保護者・担任の気づき、本人の訴え・困り感 

担任または特別支援コーディネーターに相談 

「特別支援校内委員会」で支援体制作り・観察 

令和 6年度の流れ（予定） 

 

・個別の支援計画の作成・・・・・・・・５月 

令和 7年度に向けての申請スタート 

・支援学級への入級申請（１次）･･･５月 

・支援学級への入級申請（２次）･･･８月 

→医療機関等で相談済みの児童 


